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（１）課題研究を通じて
身に付けるべき力

＝『科学的素養』

(a) 興味・関心

(b) 課題を発見する力

(c) 技能等

(d) 課題を解決する力

(e) コミュニケーション力

2概念図のこの部分



補足：課題研究とは
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生徒自らが、

自然や社会の様々な事象の中から課題を見出し、

その課題の解決を図る学習を通して、

専門的な知識と技術の深化、総合化を図るとともに、

問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育む。

大学の卒業研究のような学習活動
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課題の設定

情報収集
まとめ・表現

整理・分析

・課題の設定：体験活動などを通じて、
課題を設定し、課題意識を持つ。

・情報収集：必要な情報を取り出した
り、収集したりする。

・整理・分析：収集した情報を、整理
したり分析したりして思考する。

・まとめ・表現：気づきや発見、自分
の考え方をまとめ、判断し、表現する。

課題の設定

情報収集

まとめ・表現

整理・分析

体験
興味関心

１周目より２・３周目と、
スパイラルしながら
レベルアップしていく

２周目

補足：課題研究のサイクル
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・高校生に適切な研究課題の設定（素養b）

・実験・観察、データ処理等の技能の習得（素養c）

・論理的思考による結論の導出（素養d）

・研究成果の発表と論文作成（素養e）

（２）合同課題研究の到達目標

合同
課題
研究

・英語による発表と論文作成（素養e）

・興味関心から課題を見出す（素養a・b）

・先行研究など情報収集の技能（素養c）

・研究計画の発表（素養e）

※研究のコアタイムは高１～高2の２年間。

（研究テーマが継続されることが望ましい。）
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（３）合同課題研究の進め方
期間 対象 指導 活動内容

個人
研究

6月～
9月

高１生
HR担任
副担任

・各自の興味関心からテーマ設定。
・先行研究の入手。

・テーマに関連する学問分野に基づいて
グループ編成。

グループ
研究

10月～
12月

中３生
高１生
合同

教科
担当

・個人テーマの中から、一つのテーマに
絞って研究。

・追証（先行研究の方法そのままに観
察・実験・調査を行い、結果を比較。）
・研究成果をポスターにまとめ、発表。

個人
研究

1月～
2月

高１生
HR担任
副担任

・各自の研究テーマに戻って、研究を深
める。
・研究成果をレポートにまとめる。
（高２の研究に生かす）
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※高志探究全校発表会（ポスター形式）

①研究背景

動機・目的・仮説等、リサーチクエス
チョン設定に至る背景を説明する。

②先行研究の調査

先行研究で用いられた研究方法、得
られた結果を示す。また、同じ方法で
追証したときの結果を比較する。

③研究計画

今後の研究で、自分たちがやろうとし
ていることを示す。
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（４）高１生に期待すること

・全員が主体的、協働的に取り組んでください。

・内進生はリーダーシップを発揮して、経験を活かし
ながら中３生・外進生を引っ張ってください。

・研究は、失敗を繰り返しながら学ぶものです。粘り
強く、忍耐強く取り組んでください。
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（５）研究テーマ設定に向けて

・自分が好きなこと、興味関心のあることを探してお
いてください。

・自分の進みたい進路と興味関心を結びつけるとど
のような研究になるのか考えてください。

参考：夢ナビ https://yumenavi.info/index_pc.aspx

・いま社会で問題になっていることは何か、目を向け
てください。

参考：新聞、ニュース、朝学習NIEワークシート



人間力UP

最後に・・・
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鳥取大学が定義す
る「人間力」に関する
資料です。

課題研究に本気に
なって取り組むと、
人間力を構成する
様々な力を伸ばすこ
とができます。




